
運　営： 

ピア・サポーターとしての力を育む！大学の枠を越えた学び合いの場

「ピア・サポートフォーラム」は、大学でピア・サポート活動に携わる学生が対話と交流を通して学び

合い、成長するためのプログラムです。

近年、大学では学修や学生生活において支援を必要とする学生を、同じ大学の学生が相談に応じたり支

援したりする「ピア・サポート」の取組が広まっています。本フォーラムでは、福岡県内の大学でピ

ア・サポートに取り組む学生たちが集まり、経験や課題を共有しながら、ピア・サポートに必要な力を

育み合うことを目的にしています。大学の枠を越えた仲間とつながり、新しい気づきを得てみません

か？

ピア・サポートの可能性を広げる一歩を、ここから一緒に踏み出しましょう！

周囲の人をもっと支えられる存在になりたい！

他大学のピア・サポーターとつながり、

　学びを深めたい！

対話力・協働力・内省力を高めたい！

活動の悩みを解決するヒントが欲しい！
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13:00~17:30

（土）

会　場：福岡大学60周年記念館（ヘリオスプラザ）2階 地域交流サロン

対　象： 福岡県内の大学に通う学生で、ピア・サポート活動や学生生活を支援

　　　　 する活動に携わっている方、または興味がある方

ピア・サポートピア・サポート
フォーラムフォーラム

～互いに思いやり、助け合う関係性を育む～

2026年 /
開 催 概 要

お問い合わせ先

福岡大学 社会連携センター事務室

（担当：山田・大野）

TEL：092-871-6631（代）

E-mail：koyu@adm.fukuoka-u.ac.jp

定　員： 20名程度 参加費： 無料

大 学 生 に よ る 大 学 生 の た め の

※教職員の見学も大歓迎です。見学希望の方もQRコードから事前申込をお願いします。

（福岡市城南区七隈八丁目19番1号）

こんな学生にオススメ！

(12:30~開場)

申　込： 右記QRコードからお申込ください。

申込フォーム Google MAP

https://forms.cloud.microsoft/r/h04TvH9bNHt

第 3 回

11月5日(木)17時まで

11月5日(木)  17時まで

https://forms.cloud.microsoft/r/h04TvH9bNH


自己紹介、アイスブレイク

各大学の事例発表、パネルディスカッション

各人の経験の共有、対話

各人の振り返り、まとめ

参加者同士の交流を通して、関係性を育む 参加者交流会、ネットワークづくり

2

詳細

13:00-13:10

テーマ

111

222

333

444

趣旨説明、オリエンテーション

13:10-13:40

14:50-16:00

16:00-16:30

13:40-14:40

555

お互いに関心をもち、深く知り合う

ピア・サポートに必要な
スキルやマインドを学ぶ

ピア・サポートの経験について
語り合い、深め合う

自身の気づきと学びを振り返る

プログラム

講師

福岡大学 教育開発支援機構准教授

鈴 木  学   氏 　

教育学（博士）、専門分野はカリキュラムマネジメント・学習科学。 
高等教育段階における学習者中心の教育実践開発研究を主たる活動に、これまで東北大
学のSLA（スチューデントラーニングアドバイザー）をはじめ「学生の学生による学生
のための学習支援」の仕組み構築に従事。正課内外を問わず、大学生の学びがより豊か
になる方策を日々探究中！ 

666
16:30-17:30

過年度の様子はこちら▶
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